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上伊那農業高校定時制を箕輪工業高校に統合することの再検討を求める声明

長野県高等学校教職員組合

昨日の第863回長野県教育委員会定例会で平成２０年４月に多部制・単位制高校に転換する箕輪工業高校に設置する学科が発表されました。定例会の資料にはクリエイト工学科および普通科の設置とともに箕輪工業高校に上伊那農業高校定時制が統合することも述べられています。さる６月１４日に発表された「高等学校改革プランの今後の進め方について」に記載されたとおり、上伊那農業高校定時制の箕輪工業多部制・単位制高校への統合、すなわち上伊那農業高校定時制の募集停止がすでに決定済みであるかのように表現されています。

多部制・単位制高校はまったく新しいタイプの学校であると同時に、全国的にその新設が夜間定時制や通信制高校を統合する手段として利用されていることはまぎれもない事実です。しかし、現在の夜間定時制が果たしている役割を多部制・単位制高校の夜間部が担えるかどうかは明らかでなく、むしろ夜間定時制を必要としている生徒が学ぶ場を失うことになるのではないかというきわめて憂慮すべき問題があります。

1990年のピーク時には８万人を優に超えていた長野県の高校生数は、現在では約５万人になるなど大きく減少しているなか、夜間定時制で学ぶことを選ぶ生徒は増え続けています。上伊那農業高校定時制でも現在７０名の生徒が学んでいます。その多くが不登校の経験を持っている生徒たちは、独立校舎という上伊那農業高校定時制の落ち着いた雰囲気と、一人ひとりに手厚い指導が可能な少人数学級という教育環境のなかで、自分の居場所を見つけ、いわば「学び直し」をして卒業していきます。このような環境を必要としている生徒たちが、各地から多くの生徒が集まることを期待する多部制・単位制高校に通学できると考えることは難しく、上伊那農業高校定時制の募集停止はすなわち彼らから高校教育の機会を奪うことにつながります。上伊那農業高校定時制の同窓生、保護者のみなさんや教職員が、多部制・単位制高校への統合計画の見直しを強く求めているのもこのような事情があるからです。

私たち長野県高等学校教職員組合も地元上伊那支部のすべての分会と協力して、９月の伊那市議会、長野県議会に「上伊那農業高校定時制を多部制・単位制高校に統合する計画の再検討を求める意見書」採択を求める陳情をします。新たにスタートする多部制・単位制高校が夜間定時制高校の役割を果たしうるのか、もう少し時間をかけて検証することが不可欠です。拙速な募集停止は教育の機会均等の大原則を踏みにじることにほかなりません。

